
日 月 火 水 木 金 土 1週間合計 前週比（倍）

7月17日 18 19 20 21 22 23 30W

472名 194名 119名 534名 705名 716名 625名 3365名 1.71

7月24日 25 26 27 28 29 30 31W

471名 420名 490名 801名 726名 695名 729名 4332名 1.29

7月31日 1 2 3 4 5 6 32W

813名 272名 662名 774名 869名 725名 619名 4734名 1.09

8月7日 8 9 10 11 12 13 33W

660名 190名 634名 619名 690名 235名 394名 3422名 0.72

8月14日 15 16 17 18 19 20 34W

389名 226名 384名 493名 387名 543名 544名 2966名 0.87

8月21日 22 23 24 25 26 27 35W

361名 114名 470名 0名 0名 0名 0名 945名 0.32

累計

前週の同じ曜日の感染者数よりも多い 62141名 8/23時点
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松戸市

8月23日

83.4人

千葉県

8月23日

108.5人

東京都

8月23日

177.0人
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松戸市, 83.4人

千葉市, 107.9人

船橋市, 92.4人

柏市, 133.9人

市川市, 94.4人

0.0人

20.0人

40.0人

60.0人

80.0人

100.0人

120.0人

140.0人

160.0人

180.0人

200.0人
新規感染者数（人口10万人あたりの7日間移動平均） (R4.8.23時点)

3



（23日まで）

令和４年度の市内クラスター発生状況

• ７～８月だけで累計の５１.６％
を占める

• 高齢者施設が４７％

※県発表のクラスターを集計

高齢者施設

31件

47%

医療機関

14件

21%

児童福祉施設

13件

20%

障害者施設

5件

8%

その他

3件

4%

７月１日～８月２３日の
施設別クラスター発生状況
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松戸駅前ＰＣＲ検査センター（確定診断：川崎検査クリニック）

松戸駅西口徒歩1分、年中無休、9時～19時、検査能力1日約500件
新型コロナＰＣＲセンター（確定診断：MYメディカルクリニック）

○松戸駅前店
松戸駅西口徒歩2分、年中無休、8時～20時、検査能力1日約500件

○新松戸駅前店
新松戸駅徒歩5分、年中無休、8時～20時、検査能力1日約250件

○八柱駅前店
八柱駅徒歩1分、年中無休、8時～20時、検査能力1日約400件

市内の販売協力薬局（84店舗）にて1キット500円で抗原検査キットを購入できる。

松戸市民ＰＣＲ検査助成事業
（感染の不安があるとき・帰省等のため陰性を確認したいときなど）

医療機関で自費ＰＣＲ検査が受けられる（1人あたり月2回・1回2万円まで）。

抗原検査キット購入費用助成事業

※ 一部施設では窓口での支払いが不要（受領委任払い）
※ 衛生検査所（検査センター）の場合は、医師による確定診断を行える（陽性時に発生届を

保健所へ提出する）ことが助成の条件

〈松戸市内で助成対象となる検査センター〉

5



後遺症
とは？

市の取り組み

WHOの
定義

少なくとも２カ月以上持続し、また、他の疾患による症状として
説明がつかないもの

主な症状 せき、倦怠感、息切れ、味覚障害、嗅覚障害、不安、抑うつ

特徴
 療養解除後も約７割の人に何らかの症状があり、１年以上続く場合もある
 症状が重くなると、「体が鉛のように重く感じられる」ほどの強い倦怠感や、

ブレインフォグと呼ばれる思考力・集中力の低下がおきる

相談窓口 保健師による健康相談を実施（健康推進課） 相談
件数

６月 ７月 ８月

１０件 １６件 61件

※8月は
23日まで

講演会

医療従事者を対象に「新型コロナ後遺症講演会」を開催（7/28）

目 的：後遺症を訴える患者が市内医療機関に相談・受診しやすい体制の充実を図る

講 師：ヒラハタクリニック 平畑院長（都内で後遺症外来を設置・4000人以上診療）

啓 発

啓発リーフレット・ポスターの配布・掲示

目 的：市民・事業者が後遺症の理解を深め、職場や家庭などで適切な対応ができる

配布先：医療機関、薬局、事業所、駅、スーパー、町会掲示板、市民センターなど
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